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１９９０年代から歯周病と早産・低体重児出産の関連性に
ついて数多くの研究が実施されている．また，近年では
歯周治療による早産・低体重児出産に対する介入研究も
盛んに行われるようになっている．最初のRCTは，
Lopezら（J Periodontol 2002 ; 73 : 911−924）によって報
告されている．その研究では，４００名の妊娠中期の歯周病
罹患妊婦において歯周検査とその半数に歯周治療を行っ
たところ，歯周治療を受けたグループでの早産・低体重
児出産の発現率は１．８４％であり，受けなかったグループ
での１０．１１％と比較して有意に低かったとしている．そ
の後，世界の幾つかの国において同様の介入研究が実施
されている．それらの研究結果を分析したPolyzosら
（Am J Obstet Gynecol 2009 ; 200 : 225−232.）による最新
のシステマティックレビューでは，７つのRCTを対象と
したメタアナリシスが行われた．歯周治療による早産あ
るいは低体重児出産に対する相対危険率は，それぞれ
０．５５（９５％CI：０．３５～０．８６，p＝０．００８），０．４８（９５％
CI：０．２３～１．００，p＝０．０４９）であったとしている．この
結果から歯周治療によって早産・低体重児出産を抑制で
きる可能性が示されている．しかしながら，その後，オ
ーストラリアおよび米国から報告された２つの大規模
RCT（Nawnham et al., Obstet Gynecol 2009 ; 114 : 1239−
1248, Macones et al. , Am J Obstet Gynecol 2010 ; 202 :
147. e1−8）では，妊娠中期に行われた歯周治療は早
産・低体重児出産の発現率に影響を及ぼさなかったこと
が報告されている．一方，Jeffcoatら（BJOG. 2010 Sep
14. Epub）による最新の知見では，歯周治療を受けた群
と受けなかった群では，早産・低体重児出産の発現率に
差は無かったが（治療群；４５．６％vs未治療群；５２．４％），
歯周治療を受けた群において歯周治療の成否によるさら
なる群分けを行ったところ，歯周治療によって歯周病の
状態に改善が認められた群では，認められなかった群よ
りも正期産・正常体重児出産の発現率が有意に高かった
（OR：６．０２；９５％CI２．５７～１４．０）ことが報告されてい
る．最後に，歯周治療による早産・低体重児出産への介
入研究について筆者らによるまとめを表に示す．
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Lopez et al．（２００２）
あり １６３ 軽度－中等度
歯周炎
２５．６ ４９．９ ２０．９ ２８．７ ２．７１ １．８６ １４．９ ２．９ ６．１ ２．１ １．０４ ２＊ １
なし １８８ ２４．６ ５５．４ ２３．９ ２４ ２．９４ １．７５ ６２．５ ２７ ２５．４ ２．９８ １．８４ １２ ７
Jeffcoat et al．（２００３）
あり １２３ 軽度－中等度
歯周炎
－ － － ６９ － － － － － － － ５＊ －
なし １２３ － － － ６９ － － － － － － － １１ －
Lopez et al．（２００５）
あり ５５３
歯肉炎
２４．８ ５５．０９ ９．２４ － ２．２６ １．１２ １５．０９ １．８ － １．９３ ０．９３ ８＊ ４
なし ２８１ ２４．５ ５１．４２ １２．２３ － ２．２２ １．１７ ５６．６２ １４．５ － ２．３３ １．１８ １６ ３
Michalowicz et al．（２００６）
あり ４０７ 軽度－中等度
歯周炎
２６．７ ６９．６ ２６．５ － － － ２２．７ － － － － ４９ ４０
なし ４０５ ２６．８ ６９ ２４．８ － － － ２．１ － － － － ５２ ４３
Offenbacher et al．（２００６）
あり ４０ 軽度－中等度
歯周炎
＞２０ ４３．９ １３．７ － ２．２８ ０．６１ １１．５ ０．８４ － １．４６ ０．４５ ９＊ －
なし ３４ ＞２０ ４７．７ １０．５ － ２．０１ ０．５６ ３９．５ １５．７ － ２．３９ ０．５８ １４ －
Tarannum et al．（２００７）
あり ８９ 軽度－中等度
歯周炎
＞２０ － － － － １．９９ － － － － － ５３＊ ２６＊
なし ９１ ＞２０ － － － － １．９９ － － － － － ６８ ４８
Gazolla et al．（２００７）
あり ２６６ 軽度－重度
歯周炎
－ － － － － － － － － － － ２０＊ ２０＊
なし ６２ － － － － － － － － － － － ４９ ４９
Offenbacher et al．（２００９）
あり ９０３ 軽度－中等度
歯周炎
＞２０ ４７．１ ２６．１ － － － －７．８５ １．４ － ０．０３ －０．１０ １１８ ７２
なし ９０３ ＞２０ ４５．２ ２６．６ － － － ４．４８ ７．８１ － ０．２３ －０．０１ １０４ ７１
Nawnham et al．（２００９）
あり ５３８ 軽度－中等度
歯周炎
２８．８ ９７．８ １４．８ － － － ２８．７ ３．３ － － － ５２ －
なし ５４０ ２８．７ ９９．１ １４．９ － － － － － － － － ５０ －
Macones et al．（２０１０）
あり ３７６ 軽度－中等度・
重度歯周炎
－ － － － － － － － － － － １６．２％ １３．５％
なし ３８０ － － － － － － － － － － － １３．０％ ９．８％
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表．歯周治療による早産・低体重児出産に対する介入研究
－：記載なし，BoP：プロービング時の出血，PD：プロービング値，CAL：臨床的アタッチメントレベル，イタリック文字は変化を表す
＊：治療なし群と有意差あり
５９
（２０７）
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